
極点測定解析の流れ 

 

極点測定 

 プロファイル測定を行う。 

  

  拡大してピーク測定とﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ位置を決める 

 

  

 Schulz ｽﾘｯﾄを取り付けると、極端に強度が落ちる（line 線源のばあい） 

 通常、測定用ｽﾘｯﾄは７ｍｍか６ｍｍが適当 

 



 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定 

  ピーク角度から±１.0 度あるいは 1.5 度あるいは 2.0 度 

  妨害ピークがある場合、そのピーク測定を避けるか、あるいはﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ位置を 

  個別に指定する。 

 測定 DS ｽﾘｯﾄ 

  試料サイズが大きい場合１／２deg 

  小さい場合、あるいは２θ角度が３０度以下の場合 １／４deg 

 発散側高制限ｽﾘｯﾄ 

  DS と Schulz ｽﾘｯﾄの間に２ｍｍ以下の高さ制限ｽﾘｯﾄを取り付ける 

 受光高さ制限ｽﾘｯﾄ 

  ＳＳの前に５ｍｍ（ゴニオ半径２８５ｍｍは１０ｍｍ）の高さ制限ｽﾘｯﾄを取り付ける 

 受光側ＳＳ，ＲＳｽﾘｯﾄ 

  通常、６ｍｍあるいは７ｍｍのｽﾘｯﾄを使う。 

  しかし、妨害ピークがある場合更に狭いｽﾘｯﾄも使う。（例えば高分子） 

  このｽﾘｯﾄは Defocus ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙに影響する。 

 

データ処理 

 データ処理では装置特有なプロファイル補正が必要です。 

 通常、測定試料と同じ材質で配向のない試料を測定試料と同一条件で測定したデータ 

    あるいは、粉末試料を同一条件で測定したデータ 

 あるいは、計算で作成したデータ 

 

 以降、計算で作成したデータを用いる。 

 

Ｉｎｄｅｘ化 

  

から全てのプログラムが起動出来るようになりました。 

 

 

 



今回の試料はＴｉでプロファイルの状態から｛００２｝、｛１０１」、｛１０２｝、｛１０３｝を測定した。 

 

Ｄｅｆｏｃｕｓデータの作成 

  極点図 ２θ角度 

 ｛００２｝   ３８．４ 

 ｛１０１｝   ４０．２ 

 ｛１０２｝   ５３．０ 

 ｛１０３｝   ７０．６ 

  ゴニオ半径１８５ｍｍ、受光ｽﾘｯﾄはＳＳ，ＳＳｽﾘｯﾄは７ｍｍである。 

 

ＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃソフトウエア 

  

 プロファイルに対し 

File->Fitting function save で Defocus ファイルを作成 

 

同様に、{101},{102},{103}を作成する。 



ＡｄｄＤｅｆｏｃｕｓＦｉｌｅプログラムで４つのファイルを１ファイルにする。 

 

 

複数のファイルを選択し、ファイル名を入力し、DefocusTABLEmake する。 

 

｛００２｝、｛１０１｝、｛１０２｝、｛１０３｝の DefocusTABLE が作成された。 

 

測定データの処理 

 測定データ（ｒａｗ）をａｓｃファイルにする。 

  



ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ２で各種補正を行う。 

  

 先ほど作成した DefocusTABLEfile を指定する。 

 

 測定データを指定する。 



  

 指定とともに、指数が表示される。この指数はａｓｃファイルから読み出して表示する。 

 間違っている場合、変更入力してＣｈａｎｇｅｋｅｙを押す。 

 

 処理は、スムージング、ＲＤ、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ処理、吸収補正、Ｄｅｆｏｃｕｓである。 

 入力極点図の確認は ファイル名列右側の before 

 最大強度が表示される。 

 プロファイルとﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞの関係は backdeletemode の check 

  

 ここで、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞをどのような引き方をするか決める。 

 



  

 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ位置がピーク位置に対して同じで、且つｽﾘｯﾄ幅も同じの場合 

 赤字の部分に入力しなくても処理は行えます。 

 もし、常にﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定位置とｽﾘｯﾄ幅が同じであればファイル作成して指定出来ます。 

 

 吸収補正の確認 

 吸収径数と試料の厚さを入力し、Graph 

  

  

 補正しても結果に変わりない事が分かる。 

 Ｄｅｆｏｃｕｓの確認 

  

 Graph で 



  

 測定データにα毎にこの計数を掛ける。 

 Level は青線より低い計数のα角度に範囲に出力ｧｲﾙが制限される。 

 実際の Defocus プロファイルの確認は Help->Konfilm で 

  

 チェックを外し、Graph 

  

 見慣れたカーブが現れます。この場合青線以上に制限されます。 

 

 

 

 



   通常の処理条件 

  

 Start で処理結果が登録され、after で処理結果極点図が確認出来る。 

  

同様に別のファイルも処理する。 

 

 



ＰＦｔｏＯＤＦ３プロフラムで各種 ODF 入力データの作成 

 

 

AllFileSelect で複数のファイル指定する。指数はファイル名の頭から自動的に作成される。 

ファイル名から AscPoleFileChanger2 でどのような処理が行われているか分かります。 

-chMB0DL70S は、スムージング、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ処理（low,high モード）、Defocus（Level0.7） 

         強度の規格化が行われた、TXT2 ファイルであることが分かります。 

ここで、α範囲を制限出来ます。 

 

 

Ｔｉの条件を入力 


